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 ● お知らせ ● 

奨学基金への寄付を募ります 
 
BCJA 奨学基金は、BCJA 会員の有志の方々からの寄付

金を基盤として、英国留学生の支援活動を着実に進めてき

ております。今年度も奨学生の募集を行いますので、奨学

基金へのご寄付をお願い申し上げます。 
（詳しくは、本ニューズレター12 ページをご覧ください。） 
募金計画 

◆ 寄付金額：一口 5,000 円 
◆ 口座番号：00180-0-426794（ゆうちょ銀行） 
◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

同封の振込用紙をご利用くださいませ。 
 

年会費の納入をお願いします 
 
BCJA 運営のため、年会費の納入をお願いいたします。 

納入方法 

◆ 年会費金額：2,000 円 

◆ 口座番号：00180-0-426794（ゆうちょ銀行） 
◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

同封の振込用紙をご利用くださいませ。 
 

BCJA 役員および執行部を募集いたします！ 
 
BCJA の運営ためにご協力いただける方を随時募集して

おります。Yahoo! グループ（5 月から Google グループに以

降予定）などで活動も行っておりますので、是非ご連絡くだ

さい。 
ご連絡先 

◆ Yahoo!グループ http://groups.yahoo.co.jp/group/bcja 

◆ メールの方は：  
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2013 年 BCJA 年次総会について 

          BCJA 会長 青柳昌宏 
2013 年の BCJA 総会については、昨年に引き続きまし

て西田先生のご厚意により根津美術館の講堂を使わせてい

ただいて、2013年 11月 16日（土）に開催させていただくこと

ができました。なお、総会の後に、開催中の展覧会「井戸茶

碗―戦国武将が憧れたうつわ――」の名品 70 点および貴

重なコレクション（2 階の青銅器、茶道具、うつわ）を鑑賞さ

せていただくことができました。また、懇親会は、場所を変え

て開催させていただきました。以下が議事の内容になりま

す。 
（１）会長報告と審議 

13 年目を迎えた BCJA 奨学金は、順調に応募が集まっ

ており、優秀な奨学生を英国留学に送り出すことができ

ている。一方、年々減少する会員数により、奨学金への

寄付総額は、減少傾向にある。奨学金の運営を維持す

るためには、BCJA 奨学生に対する会員登録への勧誘

および役員会への参加勧誘などを検討する必要がある。

奨学生独自の OB 組織について、検討状況にある。これ

らの課題について、議論を行った。 
（２）BCJA 奨学金報告：別項参照 
（３）会計報告と承認：別項参照 
（４）ニューズレター・ホームページ報告：別項参照 
（５）新役員および新執行部の選出 
会長： 青柳昌宏（次期会長に池島氏を推薦） 
会計： 島津幸男 
講演会および AGM 担当： 西田宏子、山口晶子 
ニューズレター担当： 石井加代子 
BCJA スカラー担当： 斉木臣二 
役員： 白鳥令（委員長）、青柳昌宏、平正臣、池島大策

（敬称略） 
の方々が承認されました。 
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http://groups.yahoo.co.jp/group/bcja


 
 なお、総会についてのお問い合わせは、 
masa_aoyagi5@yahoo.co.jp までお願いいたします。 

 
 
【2013 年 BCJA 総会の様子】 

 
 

 
 

 
 

********************** 

 
2013 年度ＢＣＪＡ英国留学奨学金の審査を終えて 
――募金へのご協力に対する感謝とお願い 

BCJA英国留学奨学金審査委員会 委員長 白鳥 令 

BCJA 会員の皆様、2013 年度も 6 名の方々に「BCJA 英

国留学奨学金」を差し上げることが出来ました。BCJA 英国

留学奨学金は、その財源をBCJA会員の毎年の寄付に依存

していますので、本年度 6 名の方に奨学金を差し上げること

が出来たのもひとえに皆様のご厚情によるものと、審査委員

一同心から感謝申し上げています。 
ただ、本年度は、審査の結果最終ラインに複数の同点の

授与候補者があり、その方々の甲乙が付けがたい状況を考

慮して、審査委員会の原案では 7 名の方々に奨学金を差し

上げることになっていました。しかし、残念ながら BCJA の現

在の募金の達成状況から、会計も含んだ BCJA の全体委員

会で 6 名の方々にしか奨学金を差し上げることが出来ないと

いう現実が判明し、審査委員会はさまざまに悩んだ末、最若

年の候補者 1 名を授与者名簿から割愛することに決めまし

た。この方は若い建築家で、学部在学中から建築関係の学

会の賞を複数受賞するなど非常に優秀な方で、すでに英国

の大学からも無条件で大学院レベルの入学許可を得て居る

方ですが、年令から考えて再度の応募を期待して、断腸の

思いで授与者名簿から割愛しました。 
こんな事情がありましたので、BCJA 会員の皆様の本年度

のご厚情に深く感謝をしながら、なお再度、来年度に向けて、

皆様の一層のご協力を心からお願い申し上げる次第です。 
2013 年度も、これ迄と同様、非常に優秀な研究者や実務

家から総数 71 名と言う多数の応募がありました。分野も、医

学から国際法、経済学、ジャーナリズム、音楽学から絵画保

存までさまざまな分野に及んでいました。英国の大学の学部

レベルへの留学希望者はほとんど含まれて居らず、MA や

MSc など修士課程レベルと博士課程レベルの入学希望者

は、ほぼ 2 対 1 の割合でした。 

2013 年度奨学金授与者リスト 

名前 
留学先 

研究機関 
研究分野 

所属／出身

校 

大竹裕子 
London School of 
Hygiene and 
Tropical Medicine 

公衆衛生

政策 

筑波大学、 

北海道大学

大学院 

大原裕子 

Institute of Musical 
Research, School of 
Advanced Study, 
University of 
London 

音楽 

（作曲・創

作表現） 

フェリス女学

院大学、ブ

ルネル大学

大学院 

山本真紗子 
University Collage, 
London 

都市デザ

イン 

東京工業大

学 

吉益美帆 
Goldsmiths College, 
University of 
London 

文化事業

企画 

国際基督教

大学 

吉井佑三子 
University of 
Edinburgh 

国際公衆

衛生政策 

東京外国語

大学 

木原まり 
Imperial College 
London, School of 
Public Health 

公衆衛生 
東京女子医

科大学 

 
BCJA 英国留学奨学金は、英国の学術研究機関への留

学であれば、正規課程への入学あるいは短期の研究滞在を

問わず、自由に応募することが出来るようになっています。ま

た、日本の教育機関で教育を受けた経験があれば、国籍も

問わず応募出来るようになっています。 
このため、以下のようなケースが、最近目立つようになりま
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した。第一は、日本で高校までの教育を受け、米国の大学

で学部レベルを卒業し、英国の大学の大学院進学を目指す

応募者たちです。英国の大学は、事情をよく知っているので、

どうしてもアメリカの大学の卒業者を受け入れやすい傾向が

あり、また、この様なケースの応募者は一般的に非常に高い

レベルの応募者です。 
第二に、中国や韓国から日本の大学に学部レベルでの

交換留学制度等で入学し、そのまま残留して日本の大学を

卒業し、その上で英国の大学の大学院に入学を希望する応

募者です。 
その他、日本の企業の海外進出に伴い、日本国籍だが

一貫して海外で教育を受け、そのまま英国の大学への入学

を希望する応募者も目立ちます。この様な応募者をどう評価

すべきか、審査委員会では、いつも議論となっています。 
本年も、開発途上国でさまざまな形の支援活動を経験し、

その経験を活かすために、英国の大学で大学院レベルの正

規の教育を受けたいと希望する応募者が多数ありました。日

本の ODA 予算は、財政状況の厳しい中で削減の傾向にあ

りますが、日本の優秀な若者たちがみずからの意志で開発

途上国を支援し、世界の発展と平和に貢献している現実を

知ると、頼もしく思い、また心から嬉しく思います。 
 

 
********************** 

2011 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 
 

“Two-years vacation” in Southampton 

坂井 健二 

留学まで 
 2011 年度の BCJA 奨学生として、平成 23 年（2011 年）10
月より平成 25年（2013年）9月末まで、イングランド南部の港

町サウサンプトンにある University of Southampton に研究留

学し、アルツハイマー病やそれに関連した脳アミロイドアンギ

オパチーについて研究を行ってきました。留学に行くまで、

神経内科の臨床医および神経病理医として診療や研究を

10 年以上行ってきましたが、より幅広い視点を持ちたいと、

海外への留学を考えるようになり、このたび渡英しました。 
 基本的に英語圏への留学を考えており、高校時代に世界

史を学んだことから、他の欧州の国々に短時間でいくことが

出来る英国を選択しました。留学先からは比較的すんなりと

客員研究員としての受け入れていただくことが決まりました

が、その先にはビザの取得という難題が待ちかまえていまし

た。基本的に自分のような研究者は academic visitor として

渡英することが多いようですが、このビザは 1 年間のみの滞

在しか許可されていません。したがって、2 年間の渡英を希

望していましたので、Tier 5 ビザの取得を目指しました。しか

し、当初、留学先はビザ申請に必要な certificate を発行して

くれませんでした。そのようなとき、BCJA 奨学生決定の連絡

を頂き、即座に Tier 5 取得の手続きが進んだことを昨日のこ

との様に覚えています。 
 

 
図 1. サウサンプトン中心部にある Bargate 
 
サウサンプトンについて 
 サウサンプトンは日本ではあまり馴染みのない都市かもし

れませんが、タイタニックが出航した港であることや、地域の

フットボールクラブ（サウサンプトン FC）に日本のサッカー選

手が移籍し、それなりに活躍していることが話題です。人口

は約 20万人で、二つの大学があり、町の中心部は若者でに

ぎわっています。平成 24 年（2012 年）はタイタニックの出航

（沈没）100 周年に当たり、4 月には様々なイベントが行われ

ました。英国の都市では中世の町並みや大聖堂、古城、ロ

ーマ時代の遺跡などが残されているところが数多くあります。

しかし、サウサンプトンには中世の城壁や門が町の中心部に

わずかに残っている程度であり（図 1）、観光にはあまり向か

ない都市です。ただし、ロンドンからは鉄道で約 1 時間半の

距離で、英国内はもちろんのこと、欧州各地への便もある小

規模な国際空港があり、交通の便は比較的良いところです。

周辺には英国の自然が残されている New Forest という国立

公園や Winchester といった古くからの古都もあります。気候

は南部のため比較的温暖で、雨もスコットランドや北アイルラ

ンドと比較して少なく、生活するにはちょうど良い気候でした。

治安も日本とほとんど同じと思えるくらい良く、深夜まで飲み

歩いていても身の危険を感じることはほとんどありません。 
  
アルツハイマー病関連の研究 
 英国では University of Southampton の客員研究員の身分

で、サウサンプトン総合病院に付属している研究室において

研究を行いました。University of Southampton には世界で初

めて臨床治験が行われたアルツハイマー病に対する免疫治

療を受けた方の剖検脳が保存されており、それらを使用して、

アルツハイマー病の原因物質のひとつであるアミロイドβ蛋

白（Aβ）の免疫治療後における動態や、同蛋白が脳血管を

障害して生じる脳アミロイドアンギオパチーでの血管平滑筋

細胞の障害機序について研究しました。また、アルツハイマ

ー病の発症にはアポリポ蛋白 E が関連していることが分かっ

3 

 



ており、今回の研究ではアポリポ蛋白 E の免疫治療におけ

る変化についても検討を行いました。 
 研究は supervisor である Nicoll教授、lecturerである Boche
博士と定期的な討論を行い、研究の方向性を常に確認しな

がら行いました。組織標本の免疫染色を行ったのち（図 2）、
血管病変の計測、組織の写真を撮影して画像解析ソフトを

用いた解析を行い、脳アミロイドアンギオパチーによる血管

病変と各蛋白の分布や量を比較検討するということが主な研

究手法でした。研究の他に、病院の neurology の honorary 
fellow となり、脳生検標本の検討や brain cutting の見学を行

い、生検標本のカンファレンス、毎週のように開催されている

研究部門の lecture にも参加しました。留学中には研究成果

の一部をポスターや口演で学会発表する機会に恵まれ（図

3）、非常に充実した研究を行うことが出来ました。 
 英国も日本と同様な急激な高齢化社会を迎えており、アル

ツハイマー病といった高齢化により増加する疾患について

の取り組みが急務となっています。BBC ではほぼ毎日のよう

に介護やそれらの費用に関する話題が報道されており、そ

のような非常に社会的に関心の高い分野の研究を行ってい

ることが実感できました。 
 

 
図 2. Aβとアポリポ蛋白 E の沈着で障害された脳血管の三

重免疫染色（赤 Aβ42; 青 アポリポ蛋白 E; 緑 血管平滑

筋） 
 

 

図 3. Belfast での ARUK2013 におけるポスター発表 

 
研究以外の生活 
 英国は EU 圏でありながら、通貨はユーロではなく日本で

はマイナーなポンドを未だに使用し、シェンゲン協定にも加

入していません。従って、欧州各国へ旅行し、再入国すると

きには毎回入国審査を受け、EU 加盟国とはいえ非常に特

殊な国家といえると思います。 
 これまで仕事に関連して、英語での読み書きを行うことは

ありましたが、会話を行う機会はほとんどなく、渡英当初より

当然のごとくコミュニケーションに難渋しました。特に native
が普通に話している内容はさっぱりわからず、日常生活や

研究において結構苦労させられました。せっかくなので、週

2 回の語学学校に通学したり、同僚と会話したり、語学学校

を通じて出来た友人達とコミュニケーションしたりして英会話

に慣れるようにし、帰国前には何とか B2 の certificate を取得

することが出来ました。 
 サウサンプトンはあまり日本人が来るような場所ではないよ

うで、日本人に出会うことはほとんどありませんでした。概し

て英国の人々は非常に親切で（いい加減な人も多いです

が）、家の鍵が開かず、親切なご近所さんに助けられたこと

がありました。水道管の水漏れや隣近所とのトラブルなど日

本では考えられないことを多く体験できましたが、今考えれ

ばよい思い出です。 
 
留学して思ったこと 
 留学して感じたことは、やはり日本という国は全ての面にお

いて良い国だということです。外国での生活は苦労の連続で

すし、研究の面でもそれほどすごい、と思わせられることは

そうそうありません。そのような点では海外留学してもあまり

意味がないのかもしれません。しかし、多様な文化的背景を

持つ人々と日々接することは、毎日が新たな発見という面が

あり、非常に新鮮でおもしろいと感じました。欧州各国はお

互いの国に飛行機にて数時間で行けますし、EU 各国の住

民は身分証明書のみで入国できますので、こちらでは様々

な国の人と出会うことができます。現在、研究留学先は米国

が主流だと思いますが、多様な文化に容易に触れられる点

はやはり欧州の魅力的な点だと思います。 
 
帰国後の生活 
 帰国直後より、渡英前の職場である金沢大学附属病院神

経内科にて臨床医として働きつつ、研修医や学生の指導と

いった教育、研究にも取り組んでいます。英国では 9 時から

5 時までの仕事が普通でしたが、外国人には crazy と思われ

るような多忙な毎日を送っています。 
 
さいごに 
 英国への研究留学での長期間の滞在は、近年益々困難

になってきています。特に、学生でもなく、雇用される者でも

ない客員研究員という身分では基本的に 1 年間のみの滞在

が許可されるビザを取得せざるを得ません。しかし、1 年間
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は十分な研究を行うにはあまりにも短く、やはり最低でも 2 年

間の滞在は必要だと思いました。今回の留学では、BCJA の

奨学生であることから Tier 5 ビザを取得することができました。

その点において、BCJA 奨学生に決定いただいたことは非

常に名誉ですし、深く感謝しています。今後は、自分が受け

たように、英国への研究留学される方々を微力ではあります

が支援させていただきたいと考えています。 
（2011 年度 BCJA 奨学生, University of Southampton, 医学

(神経内科学、神経病理学)） 
 

********************** 
 

2011 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 
 
留学レポート 

緒方 健 

現在  
私は 2011 年度 BCJA 奨学生として、2012 年 3 月に英国

ケンブリッジ大学にて博士号を取得しました。卒業翌月より

幸運にも同大学のリサーチフェローの職を得、現地のベン

チャー企業などと共に、次世代蓄電池の開発を行っていま

す。 
 

ケンブリッジ留学で学んだ「肉食術」 
ケンブリッジ大学の博士課程は日本と同じく 3 年（もしくは

４年）コースで修士号が前提とされています。イギリスの学部

は 3 年ですので博士課程には 22 歳から上は 50 歳くらいま

でかなりの年齢層のばらつきがあります。年齢の多様性に加

えて、人種の多様性も特筆すべきです。学部レベルで 30%
の外国人比率、私の在籍した PhD ですと 70%にも上ります

(アメリカは 30%程度)。因みに私の研究グループでは外国

人比率は９０％程度でした。文字通りありとあらゆる国の人間

が比較的満遍なく在籍しています（近年は中国が多いです

が）。そして、その国籍の diversity は考え方の diversity にも

反映されており、Commonwealth(旧イギリス植民地)諸国、大

陸西ヨーロッパ、東アジア、アメリカ大陸出身者では政治的・

哲学的・行動理念的な考えに大きな多様性が存在し、それ

はパブ飲みやフォーマルディナー(学期中に行われる晩餐

会)における雑談でイギリス特有の Irony を介して浮き彫りに

なります。  
ケンブリッジを特徴付けるものとしてカレッジ制度というも

のがあります。カレッジの定義は少し複雑なのですが、PhD
にとってのカレッジは簡単に言うと「イベント型のソーシャル

組織」で、様々な分野の人間が様々なイベントを通じて交流

します。それに加えて、自身の研究のベースとなる学科でも

交流があるので知識の幅がぐんと広がります。日本人同世

代の飲み会の話題は基本的に「愚痴」「恋愛・合コン」「ファッ

ション・音楽」「芸能」に盛り上がりが集中し、その後、カラオ

ケ・ラーメンと続きます。それに対してこちらの飲み会は「国

際政治」「ビジネス」「宗教観」「アート」をしゃべり場します、そ

れもかなり和気藹々とガチンコで行います（和気藹々とガチ

ンコが共存できてしまうのは非常に興味深い点です）。その

後、クラブ・ケバブ、と続くのが粋です。 
ケンブリッジの PhD 学生に対して私が感じた日本の PhD

学生との一番の違いは、「勢い」です。具体的には、私が出

会った多くのケンブリッジ留学生は「国際派肉食系リア充」で

す。こういうタイプの PhD は日本にはいません。遊び、研究、

知識に対して均等に非常に貪欲で、多くの人間が成り上が

ってやろう、という勢いを持っています。ケンブリッジの PhD
後の進路も非常に面白いです。私の分野では、半分近くが

投資銀行かコンサルティング業に就きます。残りは起業した

り、産業界に行ったり、国際政治の分野で活躍し、アカデミッ

クに残るのは２０％程度ではないでしょうか。科学に対するリ

テラシーの高い「国際派肉食系リア充 PhD」が社会に拡散し

ていくことにより様々な波及効果を生み出しているように感じ

ます。例えば BBC、Guardian などのサイエンス班はほぼ

PhD ホルダーで彼らの作りこんでくるサイエンスコンテンツは

非常にアーティスティックにもサイエンティフィックにもクオリ

ティーが高いです。この点は次の段落の話につながってき

ます。 
 

「科学者」に対する社会的認識の違い 
こちらの研究に関して、よく聞かれるのが日本との差異で

す。はじめに、「Scientist たるもの」に対する社会や人の情

感・意識が大きく異なります。私は博士課程の一年目のレポ

ートに対する口頭試問で指導教員に「Your title is not 
SEXY」という私にとっては青天の霹靂なコメントを頂ました。

この社会(西 Europe と UK)は Sir Isaac Newton に始まり科学

と産業革命を通じて長期間、近代社会を形成してきた「成功

体験」を有しています。その中でScientistsやScienceは社会

から一種の審美的敬意を持って享受され、top-celebrity同様

(時にそれ以上)に SEXY な存在であるのです。次に研究に

関して、インフラ面とスタイルに分けてお話します。まずイン

フラ面に関して(しばしば日本の方々から驚かれるのですが)
少なくとも私の分野周辺(物理・化学)では圧倒的に日本の国

立大学のほうが強い研究インフラを持っているように感じま

す。これはアメリカの共同研究先や私の友人の声を思い返し

てみると、アメリカのトップスクールに対しても(宇宙・軍事な

ど特定分野を除き)ある程度言えることだと思います。こちら

では自分たちが資金 and/or労働力を持っていない分、「アイ

デアの高速研磨」と「分業制」で勝負しているように感じます。

基本的に博士課程以上の研究者に与えられたフレキシビリ

ティーが高いので自由に動き研究を進めることができます。 
 
東大 vs. ケンブリッジ? 
もう一つ日本の方々からよく受ける質問は「東大生とケン

ブリッジ大生はどちらが優秀ですか?」といった類の質問です。

これに対して「優秀」という定義付けを、一般的に日本人の

考える「優秀」というベクトル(答えのある問題に対する正解率
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やフェルミ推定のような地頭力)に加え、「リーダーシップ」、

「ディスカッション能力」、「クリエーティビティー」、といった他

の要素を付け加えて考える必要があるように感じます。そう

いった観点から判断いたしますと文頭の質問は東大生にと

って若干分が悪くなるのではないか、というのが正直な印象

です。ただ、このような他の能力要素は社会的な背景と密接

な関わりをもっていますので、いざ日本が初期キャリア段階

からそれらが求められる社会構造や人事システムに変革す

れば(もしくはそのような組織が多くなれば)、優秀な地頭を

持つ日本人は急速に他要素のレベルを伸ばすことが出来る

のではないかと考えています。 
それに関連し、私の大好きな日本に渇望する点が一つあ

ります。それは「プロフェッショナリズムの素晴らしさを風潮と

して享受できる社会の実現」です。政治・ビジネス・学術すべ

てに相当し、この中の第一線のプロフェッショナルこそが日

本の英雄であり、彼らこそマスメディアや民衆に賞賛され荘

厳たる敬意を払われる社会的な風潮が、一部の成熟した西

ヨーロッパ諸国同様に日本には必要です。そして、これから

の 50 年、日本の経済規模が相対的に衰退してゆく動かざる

現実の中で、少なくとも国を動かしてゆくリーダー層は世界

で戦える「個としての力」を養い、願わくば国内に「新しい産

業を創る」新しい動きを意識してゆくことが最重要項目である

ことは明確であるように感じます。しかしながら、依然として巨

大な経済圏である日本に属しているが故に、従来のキャリア

パスの枠を超える行動の必要性を感じなかったり、物理的・

情報量的に距離感のある世界に対して具体的な行動を起こ

せていない、非常に優秀な若者が多く存在することも事実で

す。これから世界に出られる方々にはぜひとも表面的なもの

ではなく、世界のダイナミズムを感じ取っていただきたいと願

っています。 
（2011 年度 BCJA 奨学生, University of Cambridge，材料科

学（電子工学、プラズマ科学）） 
 

********************** 
 
2012 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 
 

ロンドン大学 SOAS 博士課程での毎日 

   行木瑛子 

BCJA 奨学金にご支援いただき、2012 年 9 月からロンドン

大学 SOAS の博士課程で言語学を学んでおります。物価の

高いロンドンで生活するにあたり、奨学金の支援は大変有難

く、BCJA の皆様に心から感謝申し上げます。 
 

1. 研究分野／大学生活 
私の博士課程の専門は応用言語学で、ごく簡単に説明

すると、言語学で培われた研究を基に、教育学・心理学等の

分野も取り入れながら応用研究をしていくという分野です。

代表的な研究対象としては、言語教育や第二言語習得など

が挙げられます。私は日本語教育を専門とし、初級・中級の

日本語学習者に翻訳をどう教えるかというテーマで研究して

います。「日本語教育なのに日本でやらないの？」とよく言わ

れますが、応用言語学はもともと英語圏で生まれた分野で

日本国外でも盛んに研究されており、また、国外にいること

で、多くの言語の中の一つとしての日本語という見方がしや

すいという点で魅力を感じました。また、2012 年の国際交流

基金の調査によると、日本語を外国で学ぶ「外国語としての

日本語学習者」は 400 万人近くに達しており、これらの学習

者と身近に接する機会があることも、国外で学ぶメリットの一

つかと思います。私の通っている SOAS でも、BA Japanese 
(Single/Joint)というコースに入学し、集中日本語コースを履

修する学生は毎年50人～70人ぐらいいますし、選択科目で

日本語を履修している学生を含めると、数百名の学生が日

本語を学習しています。 
大学での生活に関しては、SOAS の学部生に非常勤で週

8 時間程、日本語を教える機会をいただき、教えながら研究

しています。専門が日本語教育なので、日々教える中で新

しい知見を得たり、同僚の先生方に研究についてのフィード

バックをもらえたりするので、慌ただしい毎日ではありますが、

非常に恵まれた環境にいると思います。研究については、

博士課程 1 年目は週 1 回セミナーに出席し、他の博士課程

の学生と研究手法等について学びました。また、指導教官と

メールのやり取りやミーティングを定期的に行い、予備研究

や、学会での発表、論文の指導もしていただきました。指導

教官は修士（私は修士号も SOAS で取得しました。）の時か

らお世話になっている方で、いつも的確なアドバイスをしてく

ださるので、とても心強く、安心して研究を進めることができ

ます。2 年目の今年は、研究のデータ収集が主で、SOAS の

学部 1 年生・2 年生を対象に翻訳のクラスを実施しています。

前から興味があったテーマで実際に研究を実施し、学生の

フィードバックをもらえるのは非常に楽しいですし、学ぶとこ

ろも多いです。これから待っている大量の書き起こし作業と

分析を考えると気が重くなることもありますが、好きな研究を

やらせてもらえているので、現状には大変満足しています。 
 

2. SOAS（東洋アフリカ学院） 
SOAS はロンドン大学のカレッジの一つで、ロンドンの中

心地に位置しており、大英博物館や大英図書館も徒歩圏内

にあります。アジア・アフリカの地域研究に特化しており、学

生・教師共に国際色豊かで、SOAS 内で様々な言語を見聞

きすることがよくあります。私の研究に関係する言語学や日

本研究が専門の先生方も多数おり、毎週のように興味深い

講義やセミナー、イベントが開催されています。また、Centre 
for Language Pedagogyという大学内のセンターのセミナーで

は、ウルドゥー語、ヨルバ語、韓国語、広東語など様々な言

語を教える先生方と意見交換をする機会もあります。図書館

も大変充実しており、日本語関係の資料で不便を感じたこと

はほぼありません。また、他のロンドン大学のカレッジとも提
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携をしているので、他大学の図書館も使えることも魅力の一

つです。 
 

 
図 1 SOAS の正門 
 

3. 留学生活 
勉強以外のもっぱらの趣味は、ロンドン散策と、安くてお

いしいレストラン巡りです。ロンドンは一本通りをはさむだけ

で町の雰囲気や出会う人、見聞きする言語などが変わるの

で、ただ歩いているだけで、数多くの発見があり、充実した

時間を過ごすことができます。例えば、先週末はロンドン北

部に位置するハムステッドヒースから 4 時間ぐらいかけて、ロ

ンドンの南にある私のフラットまで散歩したのですが、のどか

な公園風景から、活気に溢れたカムデン・マーケットやチャ

イナタウン、テムズ川沿いのクリスマスマーケットと、ロンドン

の様々な顔を楽しむことができました。並木に沿って一戸建

てが並ぶ閑静な住宅街から、2 軒で 1 住宅を構成するセミ・

デタッチドハウス、カウンシルフラット（公共団地）など、少し

歩くだけで住宅地の風景もがらっと変わることもあり、行く

先々でそこで暮らしている人々の生活が垣間見え、とても興

味深いです。 
 また、ロンドンは様々な地域の料理が楽しめるので、ロン

ドン散策も兼ねて、安くておいしいレストランを巡るのも趣味

の一つです。今まで、東ロンドンのキングスランド・ロードにあ

るベトナム料理、ブリック・レーンのインド料理や、エッジウェ

ア・ロードのレバノン料理、南ロンドンのニューモルデンの韓

国料理など、美味しい料理に何度も舌鼓を打ちました。身近

なところで世界各地域の料理を味わえるのは、ロンドンなら

ではだと思いますし、ある意味、ロンドンらしい生活をしてい

るのではないかなと思います。 
 

4. 今後について  
順調に行けば、博士課程の 2 年目にデータ収集・データ

分析を終了した後、3 年目に論文を執筆し、口頭試問・書き

直し等を経て、卒業することになります。現在、SOAS での教

職と研究は、どちらも非常に楽しく、やりがいを感じているの

で、卒業後も何らかの形でこの 2 つを続けられればと思って

います。まだどうなるかは分かりませんが、夢の実現に向け

て、まずはしっかりと博士課程の研究・論文執筆に励みたい

と思います。こうやって勉学に励める環境にあるのも後押し

してくださる皆様がいてくださるおかげです。BCJAの皆様に

は奨学生として支援してくださったことに、改めて心から感謝

申し上げます。皆様への感謝の気持ちを忘れず、今後も勉

学に邁進したいと思います。 
（2012 年度 BCJA 奨学生, SOAS, University of London, 

言語学） 
 

********************** 
 

2012 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 
 
ノッティンガム・トレント大学で学んだ「生体情報解

析」と「人のつながり」    

 出来尾 格 

2012 年秋より、BJCA より奨学金を頂戴して、イングランド

中部のノッティンガム・トレント大学（NTU）理工学研究科に 1
年間の留学をいたしましたのでご報告いたします。 
 
１．留学の経緯 
まず、今回の留学に至るまでの経緯が比較的複雑なので、

簡単にご説明します。私は 1999年に日本の医学部を卒業し、

皮膚科医として勤務しました。2002 年からは母校の博士課

程にてアトピー性皮膚炎とニキビに関わる常在細菌の研究

に従事し、2006 年に PhD を取得しました。その後は島根大

学医学部で教職を得ましたが、2010 年から英国に 1 年間派

遣される機会があり、ロンドンのイングランド公衆衛生局

（PHE）微生物部に滞在しました。その際、英国における研

究・教育のシステムが日本と非常に異なること、また英国はこ

の分野での研究が抜きんでていることを知り、大きな感銘を

受けました。特に、この滞在でお世話になった Prof. H. N. 
Shah の研究室は、細菌のゲノム（遺伝子）やプロテオーム

（タンパク分子の網羅解析）の解析で世界最先端の技術を

持ち、私の細菌に対するイメージが大きく変わるとともに、英

国で本格的に勉強したいという強い気持ちが生まれました。 
そのため、一旦退職して英国の大学院に留学し、将来皮

膚細菌の研究を広い視点で展開するための足掛かりとした

いと考えました。 
 
２．研究修士課程のカリキュラム 
私が入学した NTU には、日本では耳慣れない研究修士

課程（MRes）があります。これは実地的な密度の濃い研究を

通して、1年間で修士号が与えられる research mastersと呼ば

れるものです。2 年間の講義主体の教育による修士課程

（taught masters）に比べハードで、朝早くから遅い時間まで

の研究活動が求められ、また夏休みも短く、9 月に研究論文

の提出などの成果発表が求められます。しかし自主的な問
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題意識を持って学べる点では、私のように既に研究フィール

ドを持っている者には取り組みやすく、また充実した研究活

動をすることができました。また 1 年間で修了できることは、

少ない費用・期間で修士号が取れるという点で、海外からの

留学生には良い面があります。英国はこのような研究修士課

程を拡充する方向であるそうです。 
近年の解析技術の進歩により、微生物を含む生命科学の

分野では、大規模情報の扱いが非常に重要なスキルと考え

られるようになってきています。そのため今回の留学では、

専門分野に生命情報科学（Bioinformatics）を選びました。

指導教官としてお世話になった Prof. G. Ballの研究室は、が

ん細胞が産生する微量なタンパクを血液から検出して、がん

の早期診断を目指す「腫瘍マーカー」という分野で有名です。

がん細胞に含まれる何千種類ものタンパクを波形として取り

出して、がん細胞に特異的な小さなタンパクの波をコンピュ

ーター処理によって取り出す技術は、私の微生物の研究に

非常に役立ちました（後述）。 
1 年のうち最初の 3 か月は、大学キャンパスで教育が行わ

れ、コンピューター言語の習得（C++）や生命情報解析の授

業に出席し、講義・実習・レポート作成が課せられます。残り

の 9 か月は研究期間に当てられ、特定のテーマに基づく研

究とオンライン教材による自習を行います。多くの学生は大

学キャンパスにある研究室に配属されて本格的な研究を行

いますが、私を含む一部の学生は英国内の他の研究施設

に配属されます。私は前述したロンドンの Prof. Shah の研究

室で、ニキビの原因とされるアクネス菌を用いた研究に従事

しました。9 月上旬には 1 万から 2 万語の学位論文提出、9
月下旬には最終ポスター発表があり、その評価で優秀卒業

生が決まります。 
 
３．学業について 
入学当初、日本の修士課程と同様のイメージで勉学の忙

しさなどをイメージしていました。しかし実際には、3 つの点

で非常に異なっていました。第一は、要求されるハードルの

高さです。レポートにはかなりの量が必要で、例えば最初に

書いたコンピューター言語のレポートは 48 ページありました

が、これが 180 単位のうち 20 単位分です。内容はそれに見

合う重みがあり、この時は 800 行近くある遺伝子解析のプロ

グラムを作成しました。学位論文は一段と分厚いものになり

ましたが、これは後日、専門雑誌の投稿論文2本に結実した

内容です（図1）。１年間でどれだけ多くのことを学び、どれほ

どの量の英語を書いたかと思うと、とても充実感を感じます。

幸いにも在学中の努力が認められ、「優秀修了（Master of 
Research with Distinction）」を得ることができました。 
第二は、留学生の多さです。NTU の 1万人の学生のうち、

2千人が留学生でした。同じクラスにも数名の留学生がおり、

お互い助け合って学ぶ過程で他にない仲間意識ができまし

た。留学生の多くは、他の EU 国・中東・アフリカ・中国といっ

た、歴史的・地理的に英国との関係が深い国々から来てい

るので、日本人に会うことはほとんどありませんでした。日本

が先進国だからと言って、日本人が優遇されることはもちろ

んありません。また、研究に従事した PHE の研究室でも、24
名のうち英国出身は 3分の 1程度で、教授のProf. Shahもカ

リブの国出身でした。日本では想像もつかなかった国際感

覚を身に着けることができたと思います。 
第三は、大学の事務作業のいい加減さです。学生ビザ取

得には必要書類がいくつかあるのですが、いつまで経って

も送られて来ず、さらに 8 月になり追加書類が必要なことが

判り、ひやひやしました。さらには最初の出席日の連絡がな

く、問い合わせに返事もなく、大変困りました。銀行口座を作

るのも、いつまで経っても書類が届かず時間がかかりました。

他の留学生も同じ経験をしたようですが、これは英国では当

たり前のことのようですので、これから留学する方は事前の

心構えが必要と思います。 
 

 
図 1：アクネス菌のニキビ発症に関わるタンパクの発見（丸

印） 
 
４．英国での学生生活 
社会人を経験してから学生に戻ると、学生であることが非常

に大きな自由であることに気付かされます。いつでも図書館

とインターネットを使ったり、教官に質問できること、また自分

の興味で研究内容を決められることなど、当たり前ではあり

ますが、とても自由に思えました。もちろん、鉄道や地下鉄

が 33％引きになるレールパスが購入できることや、学割証で

博物館に割安で入場できることも重要な特典です。 
さらに、他の留学生との交流は、またとない楽しみとなりまし

た。毎日のように「国際交流室」に集まってサンドイッチを作

って食べたり、街に繰り出したりし、今でもフェイスブックでつ

ながっています（図 2）。彼らは、就職や博士課程進学など、

それぞれの道を歩んでいますが、かけがえのない友人となり

ました。このような年下の「学友」ができることは、留学前には

想像もしていませんでした。 
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図 2：NTU の留学生仲間（フランス人とトルコ人） 
 
５．その後の日本での就職と抱負 
 修士過程修了後、英国で研究職につく機会があればと思

いましたが、不況の折、希望の内容の職はありませんでした。

しかし幸い、日本で新しい職が得られ、現在は東京女子医

大東医療センターの皮膚科学教室に奉職しております。今

後は留学の貴重な経験を生かし、留学中にご指導いただい

た先生方とのつながりを生かしながら、先進的な研究を展開

したいと思っております。この度、奨学金にて留学をサポート

して頂きました BJCA に、大変感謝しております。 
（2012 年度 BCJA 奨学生, Nottingham Trent University，生
体情報科学） 

 
********************** 

 
2012 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 
 

留学を通して見えたもの 

天野 晟 

まず始めに、このたびの留学に際しまして BCJA より奨学

金を頂けましたことに深く感謝申し上げます。 
この報告書を書くにあたり、ケンブリッジ大学で過ごした期

間を振り返り、その中で感じた喜び・苦しみ、全てが改めて

自分の今後の人生を大きく左右するかけがえのないものだ

ったと実感しております。 
 
多種多様な学生が集まる伝統的な大学、世界有数の研究

機関としての自負、それを裏付ける教育水準の高さがケンブ

リッジ大学たる所以であり、授業では専門的な知識も勿論の

こと、世界に貢献する人材としてのあり方や未来を担う自分

達が出来ること、といった意識の面について学ぶことも多か

ったです。私の在籍した LLM (Master of Law) 課程におけ

る同級生は国連諸機関でのインターンシップ経験済みの学

生が多数いたことに加え、ICTY の分析官や外交官など多

国籍な実務家が所属しており、国際公務員を目指す私にと

っては教授陣や授業だけでなく、多種多様なバックグラウン

ドを持った同級生との談話も大変興味深く刺激的なものでし

た。 
 
国際公法を専修する学生はやはりまだ圧倒的に欧米出身

者が多く、最大 30 人弱というクラスの中でアジア人は自分一

人である、という状況が殆どでした。スピードの早いディスカ

ッションに初めは圧倒され、時には議論を遮って自分の意見

を主張していくスタイルに慣れていない私にとって、どのよう

に貢献できるか模索する日々が続きました。しかし次第に、

自分に求められているもの、話しやすい話題を見つけること

が出来ました。それは自分の弱み(英語力や教育文化という

点において)であった、一方で強みにもなりうる「アジア出身、

日本人」ということです。領土問題の議論においてフォークラ

ンド紛争については非常に詳しいイギリス人も、意外と日本

と中国を取り巻く尖閣問題について詳細を知る学生はあまり

いません。そのような話をするととても熱心に耳を傾けてくれ、

日本という角度から彼らにない視点を取り入れることが出来

るのだということが自信になり、次第に臆することなく発言す

るようになりました。逆にヨーロッパ圏の学生は、ニュルンベ

ルク裁判と並んで東京裁判についてはかなり詳細な時代背

景まで勉強することがわかり、今まで国際刑事法を履修して

いなかったことを言い訳に自分の国のことについて知らない

ことを野放しにしていた自分を恥じることもありました。 
このように数十人のクラスの中とはいえ、アジアの代表とし

て一個人の意見を述べるという恐れ多い立場に立ったことで、

自分の目指す姿や足りない知識・能力について再認識でき

る貴重な機会となりました。 
また、日本にいた時はあまり注目していなかった「日本と国

際法」という視点も、こちらに来て強く意識するようになりまし

た。「この件について日本政府はどんな見解を持っているの

か？」法律という分野を超え時に外交や公共政策的な議論

になった際、まだまだ自分は日本を知らない、もっと自国に

ついて考え学ばなければならないと何度も反省しました。 
 
今回の留学における一番の収穫は、自分の弱みや強みが

明確になったことで今後のキャリアパスが具体化したことで

す。学業面のみならず留学生活全体を通して、違うということ

が美徳であること、自分で言葉にしなければ伝わらないもの

があることを学びました。一方で、例えばアジア特有の「敢え

て曖昧さを残す」という文化も、円滑に物事を進める上でとて

も大切な心持ちであると改めて気付きました。良い習慣を維

持しそれを色んな人に広め、かつ自分の力が及ばない面で

は努力を怠らない。これから先夢に向かって歩んでいく上で、

根本的にもかかわらず気付かなかった、大切なポリシーを手

に入れることが出来たと思います。 
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現在は場所を変え、夜も眠らない街ロンドンにて引き続き

勉学に邁進しております。同じイギリス国内ではありますが

研究環境も大きく変わり、今はその違いを楽しんでいます。 
BCJA の奨学生となりましたことは留学中において常に私の

心の支えになりました。皆様のお力添えなくして留学という夢

を実現することは出来ませんでした。 今後は自身の経験を

活かし、日本社会に貢献できるよう励んでいく所存です。 
（2012 年度 BCJA 奨学生、University of Cambridge、国際

法） 
 

 
 

 
 

 
********************** 

 
2012 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 
 

イギリスで栄養学を学ぶ 

片桐 諒子 

はじめに 
今回 BCJA 奨学金をいただき、2012 年 9 月より 1 年間、

King’s College London (KCL)の栄養学 Nutrition の修士課

程に在籍しておりました。元々日本では医師でありましたが、

社費などでの留学が存在しない医師にとって奨学金は留学

中の生活を支える糧であり、他の奨学金を得られず一度は

留学自体を断念する方向で考えていた矢先にBCJA奨学金

をいただくことが出来、私の今回の留学を後押ししていただ

けました。心より御礼申し上げるとともに、今後も多くの方の

留学機会を支援する奨学金であっていただきたいと願って

やみません。 
  

 
 
KCL MSc Nutrition での１年間 

MSc Nutrition の 1 年間の修士課程は非常に密なカリキュ

ラムとなっています。9 月から 2 月までが講義の期間、3 月か

ら4月にかけてテスト期間となり、その後8月まで修士論文の

作成期間となります。講義は全て必修で選択の余地はなく、

実験を含めた 4 つのモジュールを終える必要がありました。

この講義の期間で、各栄養素を含めた栄養学の基礎、臨床

栄養、公衆衛生栄養、統計学・疫学、各栄養素に関連する

実験などを行いました。MSc Nutrition の学生はバックグラウ

ンドとして、学部時代に栄養学または栄養関連（スポーツな

ど）を修めてきた学生が多く、留学生の多くはその国での栄

養士の資格を持っているなどするため、講義内容は最新の

知見を多く取り入れたもので、1 年間で栄養に関する一通り

を網羅すると同時にホットトピックを押さえることの出来る講

義であったと思います。特に講義は心血管系疾患への比重

が高く、逆に日本とは異なり魚類を食べる習慣があまりイギリ

スにはないなど、文化、食、疾患の関連が、日本国外で学ん

だことにより返って日本の特徴を浮かび上がらせたように感

じています。プレゼンテーションの機会やディスカッション、

エッセイなど内容も濃く、実験のレポート一つでも論文形式、

ポスター形式、抄録形式での提出など、今後の研究におい

てすぐに役に立つ方式で書くことを求められました。また、疫

学の地ロンドンということもあってか、修士課程では統計学の

実習や疫学の講義も組み込まれていました。 
 
留学の経緯 
臨床医として働く中で、予防の概念に次第に興味が移り

国内で公衆衛生を学びましたが、その中でも特に栄養という

分野に興味を持ちました。毎日当たり前のように人間なら誰
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しも「何かを食べる」という行為をする、それが毎日少しずつ

人間の体に影響を与え、それを明らかにすることが科学にな

りひいては病を防ぐ可能性を秘めていることに興味を覚え、

食卓と医学を結ぶ研究をしていきたいと思うようになりました。

前述のように私は医師として働いておりましたので、なぜ医

師なのに栄養を学ぶのか、といったことを在学中よく聞かれ

ましたが、今回のカリキュラムを通して栄養の基礎から知らな

いことが多く、日本の医学教育の中で栄養学というものがあ

まり学ばれていないと実感した次第であり、医学部では病気

を通して学んでいた栄養を体系的に学ぶ機会を得られたの

は大きな収穫でした。 
 
子連れでの留学 
今回の留学で最大の挑戦でありましたのが、主人や母の

同居の援助なく 3 歳になる子供を連れての留学であったこと

です。子供を連れての留学を考えられる女性は多いかと思

いますが、周囲の協力が得られず断念されてしまう方もいら

っしゃるかと思いますので、子供のいる女性でも留学は不可

能ではなく学ぶことを諦めないでほしい、と是非この場を借り

てお伝えできればと思います。元々長期の海外滞在の経験

もなかったため自分の身に何か起これば幼い子供も無事で

はないかもしれない、という緊張感は非常に大きく、現地で

のサポート体制の確保を重視しました。ロンドン大学で家族

が滞在できる寮は一か所のみですが、多くのファミリーが滞

在しているためその家族のコミュニティを大切にしていました。

日本人のファミリーも多く、運よく援助を頼むような事態には

なりませんでしたが、非常に大きな心の支えとなりました。勿

論私の家族も日本からサポートをしてくれ、そして時々渡英

して数日間伴に過ごし、この家族が滞在している間はほんの

ひとときの緊張がほぐれる時でした。そして小さな子供に寛

容な土地に助けられながら、留学の後半にはかえってのび

のびと子供と過ごすことができるようになり、子供を現地のナ

ーサリーに預けながら課程をこなし、大きな病気や怪我なく

帰国することができました。勉強時間の制約などの苦労はあ

りましたが、寮の滞在家族が集合してのパーティーやバーベ

キュー、ナーサリーの親子遠足など単身での留学とはまた

違った思い出も多く出来ました。 
 

 
滞在中お世話になったナーサリー 

 
最後に 
帰国後は国内の大学院で、栄養疫学を中心とした研究を

行っています。和食は現在ロンドンでも大きなブームであり、

その美味しさだけではなく同時に日本人の長寿を支える一

つの側面でもあります。しかし、イギリスで何人もの教官に言

われたように日本への興味は高いものの日本語の壁の高さ

や独自の文化の存在から未だベールに包まれている面もあ

るようで、日本人自身が学術的に世界に発信していかねば

ならないものだと実感しています。残念ながら日本の栄養研

究のいくばくかは日本語での論文であり、KCL の教官に残

念がられたことも記憶に新しく、今回の留学でのこうした経験

は今後の私を支えていくものになるだろうと思います。これら

の貴重な機会を支援してくださったBCJA関係者の皆様と最

愛の家族に感謝を述べてこのレポートを終えたいと思いま

す。 
（2012 年度 BCJA 奨学生、King’s College London、栄養学） 
 
 

********************** 
 

2013 年度 BCJA 会計決算報告書 
 

（一般の部）                            
収入の部                                                                                    

科     目 金     額 
前年度繰越金 △205,310 円 
年会費＠2,000 210,000 円 
合     計 4,690 円 

 
支出の部 

科     目 金     額 
ニューズレター印刷 21,000 円 

発送費 52,000 円 
封筒代 7,662 円 

アルバイト 70,000 円 
郵便切手 12,000 円 

文具（コピー用紙等） 7,892 円 
Web サイト更新費 40,740 円 

総会案内費 68,560 円 
合     計 279,854 円 

 
2013 年 11 月 6 日現在の資産状況 

次期繰越 (a) ▲275,164 円 
 
（BCJA 奨学基金の部） 
収入の部                                                                                    

科     目 金     額 
前年度繰越金 371,160 円 
郵便振込 861,050 円 

11 

 



合     計 (b) 1,232,210 円 
 

支出の部 
科     目 金     額 

奨学金＠150,000 750,000 円 
振込代 2,415 円 
小計 (c) 752,415 円 

 
2013 年 11 月 6 日現在の資産状況 

次期繰越 (a+(b-c)) 204,631 円 
 

********************** 
 

2014 年度 BCJA 奨学基金趣意書             

2014 年 1 月 31 日 

          BCJA 会長  青柳昌宏 

BCJA 奨学基金は、2000 年より BCJA 会員の有志の皆さ

まからの寄付金を基盤として、英国留学生の支援活動を着

実に進めてきております。昨年度は、6 名の留学希望者に対

して、奨学金を授与することができました。 
今年度も奨学生の募集を行いますので、奨学基金へのご

寄付をお願い申し上げます。 
 

記 
 
一口 5,000 円 二口以上でお願い申し上げます。同封の

郵便振込用紙に、振込額、住所、氏名をご記入の上、下記

口座宛にお近くの郵便局でお手続きいただければ幸いで

す。 
ご寄附頂きました方々への領収書等の発行は特に致して

おりませんが、必要であればご連絡、或いはご寄附の際に

振込用紙にその旨、ご記載下さいますようお願い申し上げま

す。  
尚、御礼状に関してはNewsletterにて代えさせて頂きます

ことを御理解下さい。 
 
口座記号番号：00180-0-426794 
加入者名：BCJA 奨学基金 
事務局   島津幸男  
〒745-0004 山口県周南市毛利町 3-37-1-612 

連絡先 Tel：090-8773-1024  Fax：0834-32-4030 
e-mail：shimazu@herb.ocn.ne.jp 

 
********************** 

BCJA の銀行口座のお知らせ 

金融機関名： ゆうちょ銀行 
金融機関コード：9900 

店番： 019 
店名：０一九店（ゼロイチキュウ店） 
科目： 当座   
口座番号： 0426794 
受取人名： BCJA ショウガクキキン 
要注意！ 
総会参加費等、BCJA への振込時、ネットバンキングをご利

用の会員の皆様には、次の点をご注意下さい。 

振込先 ： ビーシージェイエー（BCJA） 

 
 

**********************     
                       

2013 年度 BCJA 奨学基金協賛者一覧 

2013 年 10 月現在 

協賛者総数  103 名 総額     861,050 円 
派遣者数     6 名 奨学金総額  750,000 円 

   

 
協賛者氏名 （敬称略 順不同）: 

阿部和彦 加藤久雄 滝沢英夫 三浦省吾 

阿部宏史 金山弥平 田口博國 見市雅俊 

荒記俊一 川本敏 武内重二 水田珠枝 

荒木光彦 河本直紀 竹内徹 水田洋 

有本卓 木村浩 多田稔 三井弘 

安藤奠之 倉持三郎 田中典子 南方暁 

池浦貞彦 栗本宗治 田辺和子 村田久美子 

池上忠弘 小鍛治繁 椨端希子 元川永善 

池田修 小松哲 玉井俊紀 本吉邦夫 

石井明 小篠敏明 手塚統夫 矢口宏 

石井丈夫 齋藤友博 中井晨 山口勝己 

石川俊雄 齋藤文良 長澤泰 山下純宏 

石原理 斎藤勉 中山修一 山下博 

石渡淳一 佐藤修二 難波光義 山田和廣 

伊藤達郎 佐野雅子 西崎信男 山田園子 

井上公正 塩田洋 西田宏子 山中健 

岩崎宗治 柴田賢 西山一郎 横山昭 

梅川正美 白川正男 野城真理 横山俊夫 

太田隆英 杉浦和朗 原川博善 吉田徹夫 

大野吉弘 須田英明 平井龍明 吉田和子 

岡田博有 諏訪部仁 平松幸三 我妻尭 

岡村定矩 関谷透 広本勝也 米澤勝衛 

小倉暢之 草間芳樹 藤井昭洋 笠京子 

小倉美知子 田尾憲男 桝矢好弘 山口隆美 

小澤博 高井清 益山新樹 武藤春光 

桂文子 高栁和夫 丸尾孟 
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********************** 

BCJA ホームページについて                        

ホームページ担当  

BCJAのホームページhttp://www.bcja.net/では、過去のニ

ューズレター閲覧、BCJA英国留学奨学金、BCJA活動状況、

メンバー向け案内などがご覧になれます。幅広く有益な情

報を提供できるサイトにするため、どうぞ皆さまからのご意見、

ご希望をお寄せ下さい。 

まで 

********************** 
 

Yahoo!グループ[bcja]のご利用案内                          

Yahoo!グループ担当 

BCJA 会員の情報交換、情報伝達などに活用していた

だくために、Yahoo!グループの中に BCJA 会員専用グル

ープとして、[bcja]グループを新規に設定いたしました。

既にメンバー登録を開始しております。登録を希望される

方は、下記の URL にアクセスして下さい。 
http://groups.yahoo.co.jp/group/bcja 
電子メールのアドレスをお持ちでない方、また、個人、

会社のアドレスでは何かと不便な方は、yahoo の電子メー

ルアドレス（旅先などで共用 PC からも簡単にアクセスでき

ます）が新たに取得できますので、そのアドレスをお使い

下さい。 
 

**********************                           
［編集後記］ 

青柳会長より後を受けて、27 号より編集を担当させていた

だいております。今回も私事になりますが、のんびりとした育

児休業生活を終え、昨年 4 月より職場復帰いたしました。毎

日慌ただしく過ごしており、自分が英国に留学していたころ

のことを忘れかけていましたが、皆様方の留学記を拝読する

と、ロンドンの街並みや色々な思い出がよみがえってきまし

た。今年も出版が大幅に遅くなりまして大変申し訳ございま

せん。皆様のおかげでなんとか出版に漕ぎ着けたこと、心よ

り感謝申し上げます。 
本レターへの投稿を幅広く募集しております。皆様の留

学体験談、研究・事業活動のご紹介、英国との交流事例、

最新の英国事情など、英国と日本の交流に関する内容をに

ついて、よろしくご投稿をお願いいたします。既に原稿をお

送りいただき、掲載されました方々にも、続報の投稿をぜひ

よろしくお願いいたします。また、特集テーマ、原稿依頼先

の案、紙面構成、編集方針などのご意見も積極的にお寄せ

いただければ幸いです。 
なお、本レター発送については、会計担当の島津様にご

協力いただきました。この場を借りて、心より感謝いたしま

す。 
( 石井加代子、慶應義塾大学、 London School of 

Economics, 2003-2004) 
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